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おはようございます。土曜日から日曜日にかけて、『24時間テレビ』が

放送されていました。見た人はいますか？２４時間すべてを見た人はいますか？今年のテーマは「わ

たしの家族の話〜あなたは誰を想う？〜」というものでした。

校長先生もすべて見たわけではありませんが、印象に残っているのは、つんく さんのドラマです。

つんく さん、知ってますか？ ご本人は「シャ乱Q」というグループでボーカルを務め、多くの

ヒット曲を生み出しました。また、「モーニング娘」というグループをプロデュースし、大人気を得

ました。そんな順風満帆の時に喉頭がんになり、声帯を全摘出、いわゆる声を失うことになったので

す。番組のなかで、声を失った音楽プロデューサーのつんく さんと、それを支え続けたご家族の物

語が紹介されていました。つんく さんは声を失っても、パソコンや筆談、そして何より「お互いを

想い合う心」で家族との強い絆を守り続けています。また、国籍や世代、障害の有無を越えた130人

のダンサーたちが、心を一つにして熱いダンスを披露する「ボーダーレスLIVE」という企画もあり

ました。これらの企画を見て先生が強く感じたのは、「人は一人では生きていけない」ということ、

そして「誰かを大切に想う力が、大きな挑戦を支えている」ということです。

みんなは今、反抗期を迎えたり、毎日の生活が忙しかったりして、一番身近にいる家族や友達に対し

て、ついついぶっきらぼうな態度をとってしまったり、「やってもらって当たり前」だと思ったりし

ていませんか？家族がご飯を作ってくれたり、洗濯してくれること。友達が学校で「おはよう」と声

をかけてくれること。先生たちが毎日授業の準備や行事の準備など、多くの時間をみんなのために費

やしていること。これらは決して「当たり前」ではありません。その裏には必ず、皆さんのことを

「大切に想う誰かの優しさや努力」があります。今年の24時間テレビのテーマは「あなたは誰を想

う？」でした。誰かを大切に想う小さな気持ちが、この学校を、そしてみんなの毎日を優しく変えて

いきます。そしてそれこそが、今年、ずーと言い続けている「人を認める文化」につながります。ま

た、「止まり木のような学校」にもつながっていきます。今週も、お互いを思いやりながら元気に過

ごしましょう。明後日の３年生チャレンジテスト、１・２年生の課題テスト、頑張ってくださいね。

あなたは誰を想う？
今日の全校集会でお話しした内容を補足して紹介します。

また、表彰状の伝達も行いました。努力の成果を発揮してくれていることを

大変うれしく思います。


